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ロジェクトにおいて、文学学術院は日本文化学の国
際的な拠点としての役割を果たしていくことになり
ます。これからも、こうした有意義な公開講演や国
際シンポジウムを通して日本の人文学の成果を多く
の方々と共有するとともに、広く世界に発信してい
きたいと存じます。
　皆様には今後とも様々にご支援をいただきたく、
どうぞよろしくお願い申し上げます。本日の真摯な
討論が実り多きものとなりますことを期待し、また
それをお祈り申し上げて開会の挨拶とさせていただ
きます。
